
(57)【要約】

　本発明は、(A)式(I)で表されるイミダゾール誘導体、

B)式(II)で表されるカルバメートおよび式(III)で表さ

れるアミド化合物を相乗的有効量で含む殺菌性混合物に

関する。本発明はまた、化合物I、IIおよびIIIの混合物

を用いて有害な菌類を防除する方法、およびそのような

混合物を調製するための化合物Iおよび化合物IIの使用

に関する。

【化１】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
殺 菌 性 混 合 物 で あ っ て 、
A)　 式 I：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
[式 中 、
　 R 1 お よ び R 2 は 、 ハ ロ ゲ ン ま た は ハ ロ ゲ ン も し く は C 1 -C 4 -ア ル キ ル に よ り 置 換 さ れ て い て
も よ い フ ェ ニ ル で あ る か 、 ま た は R 1 お よ び R 2 は 、 架 橋 C=C二 重 結 合 と 一 緒 に な っ て 3,4-ジ
フ ル オ ロ メ チ レ ン ジ オ キ シ フ ェ ニ ル 基 を 形 成 し ；
　 R 3 は 、 シ ア ノ ま た は ハ ロ ゲ ン で あ り 、
　 R 4 は 、 ジ (C 1 -C 4 -ア ル キ ル )ア ミ ノ ま た は 2個 の C 1 -C 4 -ア ル キ ル 基 を 担 持 し て い て も よ い
イ ソ オ キ サ ゾ ー ル -4-イ ル で あ る ]
で 表 さ れ る イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 ； お よ び
B)　 式 II：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
[式 中 、
　 nは 1ま た は 2で あ り 、 Yは ハ ロ ゲ ン 、 C 1 -C 4 -ア ル キ ル ま た は C 1 -C 2 -ハ ロ ア ル キ ル で あ り 、
Yは nが 2で あ る 場 合 異 な っ て い て も よ い ]
で 表 さ れ る カ ル バ メ ー ト ； お よ び
C)　 式 III：
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
[式 中 、
　 Z 1 お よ び Z 2 は 同 じ で あ る か ま た は 異 な っ て お り 、 ハ ロ ゲ ン 、 ニ ト ロ 、 シ ア ノ 、 C 1 -C 8 -ア
ル キ ル 、 C 2 -C 8 -ア ル ケ ニ ル 、 C 2 -C 8 -ア ル キ ニ ル 、 C 1 -C 8 -ハ ロ ア ル キ ル 、 C 2 -C 8 -ハ ロ ア ル ケ
ニ ル 、 C 2 -C 8 -ハ ロ ア ル キ ニ ル 、 C 1 -C 8 -ア ル コ キ シ 、 C 1 -C 8 -ハ ロ ア ル コ キ シ 、 C 1 -C 8 -ハ ロ ア
ル キ ル チ オ 、 C 1 -C 8 -ア ル キ ル ス ル フ ィ ニ ル ま た は C 1 -C 8 -ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル で あ る ]；
で 表 さ れ る ア ミ ド 化 合 物 ；
を 相 乗 的 有 効 量 で 含 む 、 上 記 殺 菌 性 混 合 物 。
【 請 求 項 ２ 】
イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 Iが 式 Ia：
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
に 対 応 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 殺 菌 性 混 合 物 。
【 請 求 項 ３ 】
イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 Iが 式 Ib：
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
[式 中 、 Xは 塩 素 ま た は 臭 素 で あ る ]
に 対 応 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 殺 菌 性 混 合 物 。
【 請 求 項 ４ 】
化 合 物 I： IIお よ び I： IIIの 重 量 比 が 、 い ず れ の 場 合 も 20： １ ～ １ ： 20で あ る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 殺 菌 性 混 合 物 。
【 請 求 項 ５ 】
有 害 な 菌 類 を 防 除 す る 方 法 で あ っ て 、
　 有 害 な 菌 類 、 そ の 生 育 環 境 、 ま た は そ れ ら が 存 在 し な い よ う に 保 た れ る べ き 植 物 、 種 子
、 土 壌 、 区 域 、 物 質 若 し く は 空 間 を 、 請 求 項 １ に 記 載 の 式 Iで 表 さ れ る イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導
体 、 請 求 項 １ に 記 載 の 式 IIで 表 さ れ る カ ル バ メ ー ト お よ び 請 求 項 １ に 記 載 の 式 IIIで 表 さ
れ る ア ミ ド 化 合 物 で 処 理 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 上 記 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 式 Iで 表 さ れ る イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 、 請 求 項 １ に 記 載 の 式 IIで 表 さ れ る
カ ル バ メ ー ト お よ び 請 求 項 １ に 記 載 の 式 IIIで 表 さ れ る ア ミ ド 化 合 物 を 同 時 に 、 す な わ ち
一 緒 若 し く は 別 々 の い ず れ か 、 ま た は 順 次 施 用 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 式 Iで 表 さ れ る イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 を 、 0.01～ 2.5 kg/haの 量 で 施 用 す る
、 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 式 IIで 表 さ れ る カ ル バ メ ー ト を 、 0.01～ 10 kg/haの 量 で 施 用 す る 、 請 求
項 ５ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 式 IIIで 表 さ れ る ア ミ ド 化 合 物 を 、 0.01～ 10 kg/haの 量 で 施 用 す る 、 請
求 項 ５ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
３ 部 に な っ て お り 、 １ 部 が 固 体 ま た は 液 体 担 体 中 に 請 求 項 １ に 記 載 の 式 Iで 表 さ れ る イ ミ
ダ ゾ ー ル 誘 導 体 を 含 み 、 ２ 番 目 の 部 が 固 体 ま た は 液 体 担 体 中 に 請 求 項 １ に 記 載 の 式 IIで 表
さ れ る カ ル バ メ ー ト を 含 み 、 ３ 番 目 の 部 が 固 体 ま た は 液 体 担 体 中 に 請 求 項 １ に 記 載 の 式 II
Iで 表 さ れ る ア ミ ド 化 合 物 を 含 む 、 殺 菌 性 組 成 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-511474 A 2005.4.28



　 本 発 明 は 、 殺 菌 性 混 合 物 で あ っ て 、
A)　 式 I：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
[式 中 、
　 R 1 お よ び R 2 は 、 ハ ロ ゲ ン ま た は ハ ロ ゲ ン も し く は C 1 -C 4 -ア ル キ ル に よ り 置 換 さ れ て い て
も よ い フ ェ ニ ル で あ る か 、 ま た は R 1 お よ び R 2 は 、 架 橋 C=C二 重 結 合 と 一 緒 に な っ て 3,4-ジ
フ ル オ ロ メ チ レ ン ジ オ キ シ フ ェ ニ ル 基 を 形 成 し ；
　 R 3 は 、 シ ア ノ ま た は ハ ロ ゲ ン で あ り 、
　 R 4 は 、 ジ (C 1 -C 4 -ア ル キ ル )ア ミ ノ ま た は 2個 の C 1 -C 4 -ア ル キ ル 基 を 担 持 し て い て も よ い
イ ソ オ キ サ ゾ ー ル -4-イ ル で あ る ]
で 表 さ れ る イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 ； お よ び
B)　 式 II：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
[式 中 、
　 nは 1ま た は 2で あ り 、 Yは ハ ロ ゲ ン 、 C 1 -C 4 -ア ル キ ル ま た は C 1 -C 2 -ハ ロ ア ル キ ル で あ り 、
Yは nが 2で あ る 場 合 異 な っ て い て も よ い ]
で 表 さ れ る カ ル バ メ ー ト ； お よ び
C)　 式 III：
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
[式 中 、
　 Z 1 お よ び Z 2 は 同 じ で あ る か ま た は 異 な っ て お り 、 ハ ロ ゲ ン 、 ニ ト ロ 、 シ ア ノ 、 C 1 -C 8 -ア
ル キ ル 、 C 2 -C 8 -ア ル ケ ニ ル 、 C 2 -C 8 -ア ル キ ニ ル 、 C 1 -C 8 -ハ ロ ア ル キ ル 、 C 2 -C 8 -ハ ロ ア ル ケ
ニ ル 、 C 2 -C 8 -ハ ロ ア ル キ ニ ル 、 C 1 -C 8 -ア ル コ キ シ 、 C 1 -C 8 -ハ ロ ア ル コ キ シ 、 C 1 -C 8 -ハ ロ ア
ル キ ル チ オ 、 C 1 -C 8 -ア ル キ ル ス ル フ ィ ニ ル ま た は C 1 -C 8 -ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル で あ る ]；
で 表 さ れ る ア ミ ド 化 合 物 ；
を 相 乗 的 有 効 量 で 含 む 、 上 記 殺 菌 性 混 合 物 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 化 合 物 I、 IIお よ び IIIの 混 合 物 を 用 い て 有 害 な 菌 類 を 防 除 す る 方 法
、 並 び に そ の よ う な 混 合 物 を 調 製 す る た め の 化 合 物 I、 IIお よ び IIIの 使 用 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 式 Iで 表 さ れ る イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 類 、 そ の 調 製 お よ び 有 害 な 菌 類 に 対 す る そ の 作 用 は
、 文 献 に よ り 公 知 と な っ て い る (EP-A 298 196、 WO-A 97/06171)。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 式 IIで 表 さ れ る カ ル バ メ ー ト 、 そ の 調 製 お よ び 有 害 な 菌 類 に 対 す る そ の 作 用 も ま た 、 文
献 に よ り 公 知 と な っ て い る (WO-A 93/15046； WO-A 96/01256お よ び WO-A 96/01258)。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 式 IIIで 表 さ れ る 化 合 物 、 そ の 調 製 お よ び 有 害 な 菌 類 に 対 す る そ の 作 用 も 、 同 様 に 文 献
に よ り 公 知 と な っ て い る (EP-A 545 099)。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 施 用 す る 活 性 化 合 物 の 総 量 が 少 な い 、 有 害 な 菌 類 に 対 す る 作 用 を 改 良
し た 混 合 物 （ 相 乗 的 混 合 物 ） を 提 供 す る こ と で あ っ て 、 既 知 の 化 合 物 I、 IIお よ び IIIの 施
用 率 の 減 少 並 び に 活 性 ス ペ ク ト ル の 改 良 を 目 的 と す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 こ の 目 的 が 、 最 初 に 定 義 し た 混 合 物 に よ り 達 成 さ れ る こ と を 発 見 し た 。
さ ら に 、 本 発 明 者 ら は 、 化 合 物 I、 IIお よ び IIIを 同 時 に 、 す な わ ち 一 緒 に 、 ま た は 別 々 に
施 用 す る か 、 ま た は 化 合 物 I、 IIお よ び IIIを 順 次 施 用 す れ ば 、 個 々 の 化 合 物 を そ れ の み で
施 用 す る よ り も 、 有 害 な 菌 類 を よ り よ く 防 除 で き る こ と を 発 見 し た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 式 Iで 表 さ れ る 化 合 物 は 、 特 に 、 R 1 が ハ ロ ゲ ン （ 特 に 塩 素 ） で あ り 、 R 2 が ト リ ル （ 特 に p
-ト リ ル ） で あ る 式 Iで 表 さ れ る イ ミ ダ ゾ ー ル 誘 導 体 を 表 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し い 化 合 物 と し て 、 R 4 が ジ メ チ ル ア ミ ノ で あ る 式 Iで 表 さ れ る 化 合 物 も 挙 げ ら れ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ の 他 に 、 特 に 好 ま し い 化 合 物 と し て 、 式 Iaで 表 さ れ る 化 合 物 （ 一 般 名 ： シ ア ゾ フ ァ ミ
ド ） が 挙 げ ら れ る 。 こ の 化 合 物 は 、 EP-A 298 196よ り 知 ら れ て い る 。
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　 さ ら に 好 ま し い 化 合 物 と し て 、 R 1 お よ び R 2 が 、 架 橋 C=C二 重 結 合 と 一 緒 に な っ て 3,4-ジ
フ ル オ ロ メ チ レ ン ジ オ キ シ フ ェ ニ ル 基 を 形 成 す る 式 Iで 表 さ れ る 化 合 物 が さ ら に 挙 げ ら れ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ の 他 に 好 ま し い 化 合 物 と し て 、 R 4 が 3,5-ジ メ チ ル イ ソ オ キ サ ゾ ー ル -4-イ ル で あ る 式 I
で 表 さ れ る 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 に 好 ま し い 化 合 物 と し て 、 式 Ib：
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【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
[式 中 、 Xは ハ ロ ゲ ン で あ る ]
で 表 さ れ る 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ハ ロ ゲ ン は 、 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 お よ び ヨ ウ 素 を 意 味 す る 。 特 に 好 ま し い 化 合 物 と し て
、 Xが 臭 素 で あ る か (Ib.1)、 ま た は 塩 素 で あ る (Ib.2)、 式 Ibで 表 さ れ る 化 合 物 が 挙 げ ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 式 IIは 、 特 に 、 下 記 表 の 一 行 に 対 応 す る 置 換 基 を 組 み 合 わ せ た カ ル バ メ ー ト を 表 す ：
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 特 に 好 ま し い 化 合 物 と し て 、 Yが パ ラ 位 に 位 置 す る 式 IIで 表 さ れ る 化 合 物 が 挙 げ ら れ る
； こ れ ら の 化 合 物 は 、 式 IIa：
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 特 に 好 ま し い 化 合 物 と し て 、 Yが フ ッ 素 、 塩 素 、 メ チ ル ま た は ト リ フ ル オ ロ メ チ ル で あ
る 式 IIで 表 さ れ る 化 合 物 も あ る 。 特 に 好 ま し い の は 、 化 合 物 II-3、 II-6、 II-12お よ び II-
17、 特 に 化 合 物 II-6で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 式 IIIで 表 さ れ る 化 合 物 の 中 で 、 特 に 好 ま し い も の と し て 、 下 記 表 の 一 行 に 対 応 す る 置
換 基 を 組 み 合 わ せ た も の が 挙 げ ら れ る ：
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 特 に 好 ま し い も の と し て 、 Z 1 が CF 3 ま た は ハ ロ ゲ ン で あ り 、 Z 2 が ハ ロ ゲ ン で あ る 式 IIIで
表 さ れ る 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 特 に 好 ま し い の は 、 化 合 物 Ia、 II-6お よ び III-5の 混 合 物 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ れ ら の 窒 素 原 子 が 塩 基 性 で あ る た め に 、 化 合 物 I、 IIお よ び IIIは 、 無 機 酸 若 し く は 有
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機 酸 ま た は 金 属 イ オ ン と と も に 、 塩 ま た は ア ダ ク ト を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 無 機 酸 の 例 と し て 、 ハ ロ ゲ ン 化 水 素 酸 （ 例 え ば フ ッ 化 水 素 酸 、 塩 化 水 素 酸 、 臭 化 水 素 酸
お よ び ヨ ウ 化 水 素 酸 ） 、 炭 酸 、 硫 酸 、 リ ン 酸 お よ び 硝 酸 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 適 当 な 有 機 酸 と し て 、 例 え ば 蟻 酸 お よ び ア ル カ ン 酸 （ 例 え ば 酢 酸 、 ト リ フ ル オ ロ 酢 酸 、
ト リ ク ロ ロ 酢 酸 お よ び プ ロ ピ オ ン 酸 ） 、 お よ び ま た グ リ コ ー ル 酸 、 乳 酸 、 コ ハ ク 酸 、 ク エ
ン 酸 、 安 息 香 酸 、 ケ イ 皮 酸 、 シ ュ ウ 酸 、 p-ト ル エ ン ス ル ホ ン 酸 、 サ リ チ ル 酸 、 p-ア ミ ノ サ
リ チ ル 酸 、 2-フ ェ ノ キ シ 安 息 香 酸 、 2-ア セ ト キ シ 安 息 香 酸 等 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 適 当 な 金 属 イ オ ン と し て 、 特 に 、 ク ロ ム 、 マ ン ガ ン 、 鉄 、 コ バ ル ト 、 ニ ッ ケ ル 、 銅 、 亜
鉛 、 カ ル シ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ス ズ お よ び 鉛 の 元 素 の イ オ ン が あ る 。 適
当 な ら ば 、 こ れ ら の 金 属 は 、 こ れ ら が 想 定 さ れ 得 る 種 々 の 原 子 価 で 存 在 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 混 合 物 を 調 製 す る 場 合 、 純 粋 な 活 性 化 合 物 I、 IIお よ び IIIを 用 い る こ と が 好 ま し く 、 そ
こ に 有 害 な 菌 類 ま た は そ の 他 の 害 虫 （ 例 え ば 昆 虫 、 ク モ 形 類 動 物 ま た は 線 虫 ） に 対 し て 活
性 の あ る 別 の 化 合 物 、 ま た は 他 の 除 草 活 性 化 合 物 若 し く は 生 長 調 節 活 性 化 合 物 ま た は 肥 料
を 混 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 化 合 物 I、 IIお よ び IIIの 混 合 物 、 ま た は 同 時 に 、 一 緒 に も し く は 別 々 に 施 用 さ れ る 化 合
物 I、 IIお よ び IIIは 、 広 い 範 囲 の 植 物 病 原 菌 （ 特 に 子 嚢 菌 類 、 担 子 菌 類 、 藻 菌 類 お よ び 不
完 全 菌 類 ） に 対 し て 顕 著 な 活 性 を 示 す 。 こ れ ら の も の の 中 に は 、 全 身 に 作 用 し 、 そ の た め
葉 お よ び 土 壌 に 作 用 す る 殺 菌 剤 と し て も 用 い る こ と が で き る も の が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ ら は 、 様 々 な 作 物 、 例 え ば 綿 、 野 菜 種 （ 例 え ば キ ュ ウ リ 、 豆 、 ト マ ト 、 ジ ャ ガ イ モ
お よ び ウ リ ） 、 オ オ ム ギ 、 グ ラ ス 、 カ ラ ス ム ギ 、 バ ナ ナ 、 コ ー ヒ ー 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 果 実
種 、 コ メ 、 ラ イ 麦 、 大 豆 、 ブ ド ウ 、 コ ム ギ 、 観 賞 植 物 、 サ ト ウ キ ビ 、 お よ び 様 々 の 種 子 な
ど の 種 々 の 穀 物 に お い て 、 多 数 の 菌 類 を 防 除 す る た め に 特 に 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ ら は 、 次 の 植 物 病 原 菌 類 を 防 除 す る の に 特 に 適 し て い る ： 穀 類 の う ど ん こ 病 菌 （ Er
ysiphe graminis） （ う ど ん こ 病 ） 、 ウ リ 科 植 物 の う ど ん こ 病 菌 （ Erysiphe cichoracearu
m） お よ び ウ リ 科 の う ど ん こ 病 菌 （ Sphaerotheca fuliginea） 、 リ ン ゴ の う ど ん こ 病 菌 （ P
odosphaera leucotricha） 、 ブ ド ウ の う ど ん こ 病 菌 （ Uncinula necator） 、 穀 物 の さ び 病
菌 （ Puccinia species） 、 綿 、 コ メ お よ び 芝 生 の リ ゾ ク ト ニ ア 菌 （ Rhizoctonia species
） 、 穀 物 お よ び サ ト ウ キ ビ の 黒 穂 菌 （ Ustilago species） 、 リ ン ゴ の 黒 星 病 菌 （ Venturia
 inaequalis） （ 黒 星 病 ） 、 穀 物 の 褐 条 葉 枯 病 菌 （ Helminthosporium species） 、 コ ム ギ
の セ プ ト リ ア ・ ノ ド ラ ム （ Septoria nodorum） 、 イ チ ゴ 、 野 菜 、 観 賞 植 物 お よ び ブ ド ウ の
ボ ト リ チ ス ・ シ ネ レ ア 菌 （ Botrytis cinerea） （ 灰 色 か び 病 )、 落 花 生 類 の セ ロ ス ポ ラ ・
ア ラ キ ジ コ ラ （ Cercospora arachidicola） 、 コ ム ギ お よ び オ オ ム ギ の コ ム ギ 眼 紋 病 菌 （ P
seudocercosporella herpotrichoides） 、 コ メ の イ ネ い も ち 病 菌 （ Pyricularia oryzae）
、 ジ ャ ガ イ モ お よ び ト マ ト の 胴 枯 れ 病 菌 （ Phytophthora infestans） 、 ブ ド ウ の べ と 病 菌
（ Plasmopara viticola） 、 ホ ッ プ お よ び キ ュ ウ リ の シ ュ ー ド ペ ロ ナ ス ポ ラ 菌 （ Pseudoper
onaspora species） 、 野 菜 お よ び 果 物 の ア ル タ ナ リ ア 菌 （ Alternaria species） 、 バ ナ ナ
の マ イ コ ス フ ァ エ レ ラ 菌 （ Mycosphaerella species） お よ び ま た フ ザ リ ウ ム 菌 （ Fusarium
） お よ び バ ー テ ィ シ リ ウ ム 菌 （ Verticillium species） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 そ れ ら は 、 例 え ば ペ シ ロ ミ セ ス ・ ヴ ァ リ オ テ イ （ Paecilomyces variotii） に
対 す る 物 質 の 保 護 （ 例 え ば 木 の 保 護 ） の た め に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 化 合 物 I、 IIお よ び IIIは 、 同 時 に 、 す な わ ち 一 緒 若 し く は 別 々 の い ず れ か に 、 ま た は 順
次 に 施 用 す る こ と が で き 、 別 々 に 施 用 す る 場 合 の 順 番 は 、 一 般 に 防 除 測 定 の 結 果 に 影 響 を
及 ぼ さ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 化 合 物 I、 IIお よ び IIIは 、 通 常 い ず れ の 場 合 も 20:1～ 1:20、 特 に 10:1～ 1:10、 好 ま し く
は 5:1～ 1:5の 重 量 比 (I： IIお よ び I： III)で 用 い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 所 望 す る 効 果 の 種 類 に 応 じ て 、 本 発 明 の 混 合 物 の 施 用 率 は 、 特 に 農 業 栽 培 下 の 区 域 の 場
合 、 0.01～ ８ kg/ha、 好 ま し く は 0.1～ ５ kg/ha、 特 に 0.1～ 3.0 kg/haで あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 化 合 物 Iの 施 用 率 は 、 0.01～ １ kg/ha、 好 ま し く は 0.05～ 0.5 kg/ha、 特 に 0.05～ 0.3 kg/
haで あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 化 合 物 IIお よ び IIIの 施 用 率 は 、 対 応 し て 、 0.01～ １ kg/ha、 好 ま し く は 0.02～ 0.5 kg/h
a、 特 に 0.05～ 0.3 kg/haで あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 種 子 の 処 理 の た め の 混 合 物 の 施 用 率 は 、 一 般 に 、 種 子 1kg当 た り 0.001～ 250 g、 好 ま し
く は 0.01～ 100 g、 特 に 0.01～ 50 gで あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 植 物 病 原 菌 類 を 防 除 す る 場 合 、 化 合 物 I、 IIお よ び IIIの 別 々 若 し く は 一 緒 で の 施 用 ま た
は 化 合 物 I、 IIお よ び IIIの 混 合 物 の 施 用 は 、 植 物 の 播 種 前 後 、 ま た は 植 物 発 生 前 後 に 、 種
子 、 植 物 ま た は 土 壌 に ス プ レ ー す る か ま た は ダ ス テ ィ ン グ す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 殺 菌 性 相 乗 的 混 合 物 、 ま た は 化 合 物 I、 IIお よ び IIIは 、 例 え ば 直 接 ス プ レ ー で
き る 溶 液 、 粉 末 お よ び 懸 濁 液 ま た は 高 濃 度 の 水 性 、 油 性 若 し く は そ の 他 の 懸 濁 液 、 分 散 液
、 エ マ ル シ ョ ン 、 油 分 散 液 、 ペ ー ス ト 、 ダ ス ト 、 散 布 用 物 質 ま た は 顆 粒 の 形 態 に 製 剤 す る
こ と が 可 能 で あ り 、 ま た ス プ レ ー 、 噴 霧 、 ダ ス テ ィ ン グ 、 散 布 お よ び 散 水 に よ り 施 用 す る
こ と が で き る 。 使 用 形 態 は 、 意 図 す る 目 的 に よ る ； い ず れ の 場 合 で あ っ て も 、 本 発 明 の 混
合 物 の 分 散 を で き る だ け 細 か く 均 一 に す る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 製 剤 は 、 そ れ 自 体 知 ら れ た 方 法 、 例 え ば 溶 媒 お よ び ／ ま た は 担 体 を 添 加 す る こ と に よ り
調 製 す る 。 不 活 性 添 加 物 （ 例 え ば 乳 化 剤 ま た は 分 散 剤 な ど ） を 製 剤 と 混 合 す る こ と が 通 例
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 適 当 な 界 面 活 性 剤 は 、 芳 香 族 ス ル ホ ン 酸 類 （ 例 え ば リ グ ノ ス ル ホ ン 酸 、 フ ェ ノ ー ル ス ル
ホ ン 酸 、 ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 お よ び ジ ブ チ ル ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 ） お よ び 脂 肪 酸 類 の
ア ル カ リ 金 属 塩 類 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 塩 類 お よ び ア ン モ ニ ウ ム 塩 類 、 ア ル キ ル ス ル ホ ネ ー
ト 類 お よ び ア ル キ ル ア リ ー ル ス ル ホ ネ ー ト 類 、 ア ル キ ル 、 ラ ウ リ ル エ ー テ ル お よ び 脂 肪 ア
ル コ ー ル サ ル フ ェ ー ト 、 お よ び 硫 酸 化 ヘ キ サ デ カ ノ ー ル 類 、 ヘ プ タ デ カ ノ ー ル 類 お よ び オ
ク タ デ カ ノ ー ル 類 の 塩 類 、 ま た は 脂 肪 ア ル コ ー ル グ リ コ ー ル エ ー テ ル 類 の 塩 類 、 ス ル ホ ン
化 ナ フ タ レ ン お よ び そ の 誘 導 体 と ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と の 縮 合 物 、 ナ フ タ レ ン ま た は ナ フ タ
レ ン ス ル ホ ン 酸 類 と フ ェ ノ ー ル お よ び ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と の 縮 合 物 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン
オ ク チ ル フ ェ ノ ー ル エ ー テ ル 、 エ ト キ シ ル 化 イ ソ オ ク チ ル フ ェ ノ ー ル 、 オ ク チ ル フ ェ ノ ー
ル ま た は ノ ニ ル フ ェ ノ ー ル 、 ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ポ リ グ リ コ ー ル エ ー テ ル 類 、 ト リ ブ チ ル
フ ェ ニ ル ポ リ グ リ コ ー ル エ ー テ ル 類 、 ア ル キ ル ア リ ー ル ポ リ エ ー テ ル ア ル コ ー ル 類 、 イ ソ
ト リ デ シ ル ア ル コ ー ル 、 脂 肪 ア ル コ ー ル ／ エ チ レ ン オ キ シ ド 縮 合 物 、 エ ト キ シ ル 化 ヒ マ シ
油 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル 類 ま た は ポ リ オ キ シ プ ロ ピ レ ン ア ル キ ル エ ー テ
ル 類 、 ラ ウ リ ル ア ル コ ー ル ポ リ グ リ コ ー ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 類 、 ソ ル ビ ト ー ル エ ス テ ル
類 、 リ グ ノ 亜 硫 酸 廃 液 類 ま た は メ チ ル セ ル ロ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 粉 剤 、 散 布 用 物 質 お よ び ダ ス ト は 、 化 合 物 I、 IIも し く は III、 ま た は 化 合 物 I、 IIお よ
び IIIの 混 合 物 を 固 体 担 体 と と も に 混 合 す る か 、 ま た は 一 緒 に 粉 砕 す る こ と に よ り 調 製 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 顆 粒 （ 例 え ば コ ー テ ィ ン グ し た 顆 粒 、 含 浸 さ せ た 顆 粒 、 ま た は 均 一 な 顆 粒 ） は 、 通 常 、
活 性 化 合 物 ま た は 活 性 化 合 物 （ 複 数 ） を 固 体 担 体 と 結 合 さ せ る こ と に よ り 調 製 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 充 填 剤 ま た は 固 体 担 体 は 、 例 え ば 、 鉱 物 土 、 例 え ば シ リ カ ゲ ル 、 シ リ カ 類 、 シ リ ケ ー ト
、 タ ル ク 、 カ オ リ ン 、 石 灰 石 、 石 灰 、 チ ョ ー ク 、 粘 土 、 黄 土 、 ク レ ー 、 ド ロ マ イ ト 、 珪 藻
土 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 粉 末 合 成 物 質 、 お よ び 肥 料
（ 例 え ば 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 リ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 硝 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 尿 素 ） 、 並 び に 野
菜 由 来 の 生 成 物 、 例 え ば 穀 類 ミ ー ル 、 樹 皮 ミ ー ル 、 木 の ミ ー ル お よ び 殻 の ミ ー ル 、 セ ル ロ
ー ス 粉 末 ま た は 他 の 固 体 担 体 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 製 剤 は 一 般 に 、 0.1～ 95重 量 ％ 、 好 ま し く は 0.5～ 90重 量 ％ の 化 合 物 I、 IIも し く は IIIの
う ち の 一 つ 、 ま た は 化 合 物 I、 IIお よ び IIIの 混 合 物 を 含 む 。 活 性 化 合 物 を （ NMRス ペ ク ト
ル ま た は HPLCに し た が っ て ） 純 度 90％ ～ 100％ 、 好 ま し く は 95％ ～ 100％ で 用 い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 化 合 物 I、 IIお よ び III、 混 合 物 、 ま た は 対 応 す る 製 剤 を 、 有 害 な 菌 類 、 そ の 生 育 環 境 ま
た は 該 菌 類 が 存 在 し な い よ う に 保 た れ る べ き 植 物 、 種 子 、 土 壌 、 区 域 、 物 質 若 し く は 空 間
を 、 殺 菌 的 に 有 効 量 の 混 合 物 ま た は 別 々 に 施 用 す る 場 合 は 化 合 物 I、 IIお よ び IIIに よ り 処
理 す る こ と に よ り 施 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 施 用 は 、 有 害 な 菌 類 に よ る 感 染 の 前 ま た は 後 に 行 う こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ７ 】

　 本 発 明 の 混 合 物 の 相 乗 的 活 性 を 、 以 下 の 実 験 に よ り 示 す こ と が で き る ：
　 別 々 ま た は 一 緒 に 、 活 性 化 合 物 を 、 63重 量 ％ の シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン と 27重 量 ％ の 乳 化 剤 の
混 合 物 中 で 10％ エ マ ル シ ョ ン と し て 製 剤 し 、 所 望 の 濃 度 に な る ま で 水 で 希 釈 し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 評 価 は 、 感 染 し た 葉 の 区 域 を パ ー セ ン ト で 測 定 す る こ と に よ り 行 っ た 。 こ れ ら の パ ー セ
ン テ ー ジ を 効 力 に 変 換 し た 。 効 力 ( )を 、 次 の ア ボ ッ ト の 式 を 用 い て 計 算 し た ：
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 W = (1 - α )・ 100/β
　 α は 、 処 理 し た 植 物 の 菌 類 感 染 （ ％ ） に 対 応 し 、
　 β は 、 未 処 理 の 植 物 （ 対 照 ） の 菌 類 感 染 （ ％ ） に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 効 力 ０ と は 、 処 理 し た 植 物 の 感 染 レ ベ ル が 未 処 理 の 対 照 植 物 の 感 染 レ ベ ル に 相 当 す る こ
と を 意 味 し ； 効 力 100と は 、 処 理 し た 植 物 が 感 染 し な か っ た こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 活 性 化 合 物 の 混 合 物 の 予 想 効 力 を 、 コ ル ビ ー の 式 [R.S. Colby, Weeds , 20-22 (1967
)]を 用 い て 決 定 し 、 測 定 効 力 と 比 較 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 コ ル ビ ー の 式 : E = x + y - x・ y/100
　 Eは 、 活 性 化 合 物 Aお よ び Bを 濃 度 aお よ び bで 用 い た 場 合 の 混 合 物 の 予 想 効 力 で あ り 、 未
処 理 対 照 の ％ で 表 し 、
　 xは 、 活 性 化 合 物 Aを 濃 度 aで 用 い た 場 合 の 効 力 で あ り 、 未 処 理 対 照 の ％ で 表 し 、
　 yは 、 活 性 化 合 物 Bを 濃 度 bで 用 い た 場 合 の 効 力 で あ り 、 未 処 理 対 照 の ％ で 表 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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使 用 例

W

15

使 用 例 ： ブ ド ウ の べ と 病 菌 （ Plasmopara viticola） を 原 因 と す る ブ ド ウ の べ と 病 に 対 す



　 栽 培 品 種 「 ミ ュ ラ ー ・ ト ゥ ル ガ ウ 」 の 鉢 植 え の ブ ド ウ の 葉 に 、 10％ の 活 性 化 合 物 、 85％
の シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン お よ び ５ ％ の 乳 化 剤 を 含 む 保 存 液 か ら 調 製 し た 活 性 化 合 物 の 水 性 調 製
物 を 流 れ 出 す ま で ス プ レ ー し た 。 翌 日 、 葉 の 裏 面 に べ と 病 菌 （ Plasmopara viticola） の
遊 走 子 懸 濁 水 を 接 種 し た 。 次 に ブ ド ウ を 、 最 初 に 24℃ の 水 蒸 気 で 飽 和 さ せ た チ ェ ン バ ー に
48時 間 放 置 し 、 そ の 後 20～ 30℃ の 温 室 に ５ 日 間 放 置 し た 。 こ の 期 間 の 後 、 植 物 を も う 一 度
湿 室 で 16時 間 放 置 し て 、 胞 子 嚢 柄 の 出 現 を 促 進 し た 。 葉 の 裏 面 の 病 気 の 進 行 の 範 囲 を 、 次
に 視 覚 的 に 測 定 し た 。
表 A－ 個 々 の 活 性 化 合 物
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ３ 】
表 B－ 本 発 明 の 組 み 合 わ せ
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【 表 ４ 】
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*） コ ル ビ ー の 式 を 用 い て 計 算 し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 試 験 結 果 は 、 全 て の 混 合 比 に つ い て 、 測 定 効 力 が コ ル ビ ー の 式 を 用 い て 予 め 計 算 し た も
の よ り も 高 い こ と を 示 す 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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